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1.は じ助 に

且 ギ花扮 症 は 秋 冬生 ま乳 に 多 く.6月 か ら9月 生 圭れ に

は 歩な い とい う報告 が されて い る一

ま九.ス ギ花 柑 感作 と由モ ガ ヤ花粉 臨 俸率 との問 連性 も

撃暉告 さ乳て い る,

今回 、殺 身は肖院 な購 した スギ花 扮症 患者 を対 象 とL

て.受 吾酵者 圭f本の 龍 まオ1,月との 関 保,壮 び ゲニ また はHD

との 間遣,年 齢 に よる違 い を検 祠'した.
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全体6的 名q914年 一100ユ 年 生 まれ:中 央 値1967年 生1

男:5"告11臼 ユ4年 一ユ〔回}量年 生 ま調`:中 央 値196⑫ 年生,

女3jO名1噛9ヱ6年 ～ユoσユ年 生 まれ:中 央 値 四6呑年1

全年 代,圏9距 年以 前 生 まれ,1976年 以 侮生 まれ に 謡,け.

30軸 を境 に遡 い が諺 め られる か も比輔 検討 をお こな った。
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3.結 果

スギ花構抗倖お」:び1旧・【}抗体を有Lて い葛者に閑 し

てば鷹まれ月との隅連は認Oら れなかうた一

1卯6年以降生ま」`1ス ギ抗体臨姓であるがHD・ 口抗体

躊性,の 群に対 して ユ、4月 生まれ1花 粉覗触時期}ヒ

他の町生まれに閥して ガ検定を行ったが有意差は認めな

かった

1975年 以苗生まれおよび

冊艶 年以降盗まれにおいて鑑ま廿1月との問係をジ横定

を行ったザ

ノ向・6、09鵬 とな」1

脊意差は紐めなかった

壷5搾76年 以 陣鵬 ま札 只ギの 急

瓦卑饒仲唱性1渦屯曲皿・o鵬咋帽■憧臣4,



耳 鼻 免疫 ア レ,レギ ー(JJIAOI2010:28(2) 167

4.考 察

生 まれ 月 に よって,花 粉 症罹 患 に差 が あ る と報 告 され て

い るが,今 回我 々がお こな った調査 にお いて は,い ず れ の

年 代 にお いて も,い ず れ の生 まれ 月 にお いて も有 意 な違 い

は認 め なか った。

若 年者 のHD・D抗 体 を有 して い ない 者 に関 して は秋 ・

冬 生 まれ の者 よ りの春 生 まれ の者 の ほ うが受診 者 は 多か っ

た。しか しながら,患 者数が少ないため有意差までは認め

なった。

高齢者よりも若年者においては生まれ月と花粉症罹患に

は関係が出てくる可能性が示唆された。年代ごとに傾向を

分析 し,抗 原暴露期間により生まれ月との関係が出てくる

可能性も示唆された。


